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㈱
ミ
ヤ
コ
シ
（
本
社
／
千

葉
県
習
志
野
市
、
宮
腰
亨
社

長
）
は
10
月
23
日
・
24
日
の

両
日
、
同
社
・
Ｐ
Ｏ
Ｄ
事
業

本
部 

ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
／

デ
モ
ル
ー
ム
（
千
葉
県
八
千

代
市
）
に
お
い
て
、「
紙
ス

ト
ロ
ー
生
産
機
内
覧
会
」
を

開
催
し
、
会
期
２
日
間
で
約

２
２
０
名
が
来
場
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
挨
拶
し
た

宮
腰
社
長
は
「
約
１
年
前
に

食
品
包
材
を
取
り
扱
う
ユ
ー

ザ
ー
か
ら
の
要
望
を
受
け
、

紙
ス
ト
ロ
ー
生
産
機
の
開
発

に
着
手
し
た
。
し
か
し
、
紙

ス
ト
ロ
ー
生
産
機
と
い
う
、

こ
れ
ま
で
当
社
が
製
造
し
て

き
た
機
械
と
異
な
る
技
術
が

必
要
で
あ
る
こ
と
に
加
え
、

機
械
構
造
な
ど
の
情
報
も
な

い
状
態
か
ら
開
発
が
ス
タ
ー

ト
だ
っ
た
」
と
紙
ス
ト
ロ
ー

生
産
機
開
発
の
背
景
に
つ
い

て
説
明
し
た
上
で
「
糊
メ
ー

カ
ー
や
製
紙
メ
ー
カ
ー
な

ど
、
多
く
の
パ
ー
ト
ナ
ー
企

業
の
協
力
の
も
と
、
皆
さ
ん

に
披
露
で
き
る
段
階
に
至
っ

た
」
と
述
べ
、
改
め
て
パ
ー

ト
ナ
ー
企
業
と
開
発
に
携

わ
っ
た
ミ
ヤ
コ
シ
社
員
の
努

力
に
対
し
、
感
謝
の
意
を
伝

え
た
。

　

同
社
が
開
発
し
た
「
Ｓ
Ｔ

Ｏ
―
０
０
１
」
は
、
リ
ー
ル

ス
タ
ン
ド
、
グ
ル
ー
ユ
ニ
ッ

ト
、
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ユ
ニ
ッ

ト
、
カ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ユ
ニ
ッ

ト
で
構
成
さ
れ
る
国
産
と
し

て
は
初
の
紙
ス
ト
ロ
ー
生
産

機
。
リ
ー
ル
数
は
、
３
巻
で

ス
ト
ロ
ー
内
径
は
、
６
ｍ
ｍ

か
ら
10
ｍ
ｍ
ま
で
、
ス
ト

ロ
ー
長
は
、
１
２
０
ｍ
ｍ
か

ら
２
２
５
ｍ
ｍ
ま
で
の
紙
ス

ト
ロ
ー
生
産
が
可
能
な
た

め
、
一
般
的
な
ジ
ュ
ー
ス
用

（
６
ｍ
ｍ
径
）
か
ら
タ
ピ
オ

カ
用
（
10
ｍ
ｍ
径
）
ま
で
対

応
で
き
る
。
生
産
性
は
、
１

５
０
本
／
分
（
φ
６
×
２
０

０
ｍ
ｍ
生
産
時
）
を
実
現
。

操
作
性
に
つ
い
て
は
、
タ
ッ

チ
パ
ネ
ル
入
力
式
に
よ
る
ワ

ン
マ
ン
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

生
産
工
程
と
し
て
は
、

リ
ー
ル
ス
タ
ン
ド
か
ら
給

紙
さ
れ
た
３
巻
の
紙
ス
ト

ロ
ー
素
材
を
グ
ル
ー
ユ
ニ
ッ

ト
で
塗
工
・
糊
付
け
、
そ
し

て
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト

で
３
巻
の
紙
ス
ト
ロ
ー
素
材

を
マ
ン
ド
レ
ル
芯
金
に
巻
き

付
け
て
ス
ト
ロ
ー
の
形
状
に

加
工
、
そ
し
て
最
後
に
カ
ッ

テ
ィ
ン
グ
ユ
ニ
ッ
ト
で
、
切

り
分
け
て
紙
ス
ト
ロ
ー
と
し

て
仕
上
げ
る
。

　

展
示
モ
デ
ル
は
３
巻
リ
ー

ル
仕
様
だ
が
、
オ
プ
シ
ョ
ン

で
５
巻
ま
で
対
応
で
き
る
ほ

か
、
要
望
に
応
じ
て
様
々
な

カ
ス
タ
マ
イ
ズ
に
も
対
応
可

能
。
ま
た
、
紙
ス
ト
ロ
ー
の

耐
水
時
間
は
約
３
時
間
程
度

（
同
社
の
選
定
資
材
使
用
の

場
合
）
と
な
っ
て
い
る
。

　

同
社
は
、
国
内
唯
一
の
紙

ス
ト
ロ
ー
生
産
機
メ
ー
カ
ー

と
し
て
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体

制
も
構
築
し
て
お
り
、
今
後

は
、
世
界
規
模
で
の
取
り
組

み
が
加
速
し
て
い
る
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）

に
も
貢
献
で
き
る
製
品
と
し

て
、
様
々
な
産
業
向
け
に
販

売
展
開
を
行
っ
て
い
く
方
針
。

な
お
、
す
で
に
１
号
機
は
国

内
ユ
ー
ザ
ー
に
納
品
さ
れ
、

本
格
稼
働
を
開
始
し
て
い
る
。

　

レ
デ
ィ
バ
ー
ド
ク
ラ
ブ

（
水
上
光
啓
代
表
理
事
）
は

11
月
11
日
、
７
年
ぶ
り
に
全

国
大
会
を
京
都
で
開
催
。
会

場
の
ウ
ェ
ス
テ
ィ
ン
都
ホ
テ

ル
京
都
に
全
国
か
ら
約
３
０

０
名
が
集
結
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
挨
拶
し
た

水
上
代
表
理
事
は
、「
10
年

前
を
振
り
返
る
と
、
印
刷
業

界
を
取
り
巻
く
環
境
の
本
質

は
意
外
と
大
き
く
変
化
し
て

い
な
い
。
業
態
変
革
に
ス

タ
ー
ト
も
終
わ
り
も
な
く
、

当
り
前
の
こ
と
を
こ
つ
こ
つ

と
続
け
て
い
く
こ
と
が
変
革

に
つ
な
が
っ
て
い
く
。ま
た
、

１
割
の
時
間
で
も
新
ビ
ジ
ネ

ス
に
投
資
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
」
と
の
見
解
を
示
し
、

そ
の
た
め
に
レ
デ
ィ
バ
ー
ド

ク
ラ
ブ
で
共
に
学
び
、
新
し

い
変
化
に
対
応
し
て
こ
う
と

呼
び
掛
け
た
。

　

垣
内
永
次
氏
（
㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ

Ｅ
Ｅ
Ｎ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

会
長
）
か
ら
同
グ
ル
ー
プ
の

新
体
制
に
つ
い
て
改
め
て
紹

介
さ
れ
た
あ
と
、
廣
江
敏
朗

氏
（
同
社
長
）、
柿
田
高
徳

氏
（
㈱
Ｓ
Ｃ
Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ
グ
ラ

フ
ィ
ッ
ク
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

ズ
社
長
）
が
挨
拶
に
立
ち
、

今
後
の
両
社
の
展
望
が
披
露

さ
れ
た
。

　

こ
の
あ
と
、「
短
期
間
で

組
織
が
変
わ
る
！
行
動
科
学

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
を
テ
ー
マ

に
石
田
淳
氏
（
㈱
ウ
ィ
ル
Ｐ

Ｍ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
社

長
／
社
団
法
人
行
動
科
学
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
所
所
長
）

が
講
演
。
続
い
て
、
松
山
大

耕
氏
（
臨
済
宗
大
本
山 

妙

心
寺 

退
蔵
院 

副
住
職
）
が

「
禅
と
経
営
〜
禅
に
学
ぶ
組

織
の
作
り
方
と
人
の
育
て

方
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
し
、

今
後
の
企
業
経
営
の
糧
と
し

た
。

　

講
演
会
終
了
後
、
引
き
続

き
交
流
会
が
催
さ
れ
、
会
員

相
互
の
親
睦
を
深
め
た
。

債
総
額
は
債
権
者
約
３
０
０

名
に
対
し
て
約
30
億
１
０
０

０
万
円
（
２
０
１
９
年
９
月

末
時
点
）。

　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
カ
タ
ロ

グ
な
ど
の
企
画
・
デ
ザ
イ
ン

お
よ
び
画
像
処
理
、
製
版
、

印
刷
・
製
本
加
工
ま
で
手
掛

け
る
総
合
印
刷
会
社
。
大
手

通
販
会
社
な
ど
を
主
力
先
と

し
て
カ
タ
ロ
グ
印
刷
を
主
業

と
し
、
２
０
１
５
年
５
月
期

に
は
売
上
高
は
約
46
億
円
を

あ
げ
て
い
た
。

　

し
か
し
、
デ
ジ
タ
ル
化
が

進
む
中
で
、
印
刷
業
界
全
体

の
競
合
も
激
し
く
、
利
益
面

で
は
苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い

た
。
所
有
不
動
産
売
却
な
ど

経
費
見
直
し
を
進
め
た
が
、

資
金
面
で
の
余
力
に
乏
し
く

今
後
の
見
通
し
も
厳
し
く
な

り
、今
回
の
措
置
と
な
っ
た
。

　

11
月
18
日
午
後
２
時
か
ら

債
権
者
説
明
会
を
す
み
だ
リ

バ
ー
サ
イ
ド
ホ
ー
ル
（
墨
田

区
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

㈱
千
明
社
（
東
京
都
千
代

田
区
九
段
北
４
―
３
―
８
、

設
立
１
９
５
５
年
、
資
本
金

６
６
０
０
万
円
）
は
11
月
13

日
、
東
京
地
裁
に
民
事
再
生

法
の
適
用
を
申
請
し
た
。
負

　

凸
版
印
刷
㈱
（
麿
秀
晴
社

長
）
は
、
様
々
な
危
険
行

動
を
Ｖ
Ｒ
で
体
験
す
る
こ

と
で
、
効
果
的
な
安
全
教
育

を
行
え
る
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ

「
安
全
道
場
Ｖ
Ｒ
」
を
製
作
。

製
造
業
向
け
に
11
月
14
日
か

ら
提
供
を
開
始
し
た
。

　
「
安
全
道
場
Ｖ
Ｒ
」
は
、

同
社
の
持
つ
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン

ツ
製
作
の
知
見
や
、
安
全
に

関
す
る
体
感
教
育
が
で
き
る

施
設
「
ト
ッ
パ
ン
グ
ル
ー
プ

安
全
道
場
」
の
運
営
ノ
ウ
ハ

ウ
を
活
か
し
て
製
作
さ
れ
た

も
の
。
実
際
に
起
こ
り
う
る

労
働
災
害
を
再
現
し
た
全
７

つ
の
Ｖ
Ｒ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
収

録
し
て
お
り
、
ヘ
ッ
ド
マ
ウ

ン
ト
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｈ
Ｍ

Ｄ
）
を
用
意
す
る
だ
け
で
簡

単
に
体
験
で
き
る
。

　
「
安
全
道
場
Ｖ
Ｒ
」
を
活

用
す
る
こ
と
で
、
教
科
書
や

座
学
の
研
修
以
上
に
危
険
行

動
を
リ
ア
ル
に
体
感
す
る
こ

と
が
で
き
、
危
険
予
知
能
力

を
身
に
つ
け
、
労
働
災
害
を

未
然
に
防
ぐ
教
育
を
よ
り
高

い
効
果
で
実
施
で
き
る
。

　
　
　

◇　
　
　

◇

　

近
年
、
製
造
業
の
生
産
現

場
に
お
い
て
、
Ａ
Ｉ
や
Ｉ
ｏ

Ｔ
な
ど
の
導
入
に
よ
る
製
造

プ
ロ
セ
ス
の
高
度
化
や
省
力

化
が
進
む
に
つ
れ
て
、
危
険

要
因
が
見
え
に
く
く
な
り
、

従
業
員
の
危
険
に
対
す
る
感

度
が
薄
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
を
受
け
凸
版
印
刷
は
、

安
全
に
関
す
る
体
感
教
育
が

で
き
る
施
設
「
ト
ッ
パ
ン
グ

ル
ー
プ
安
全
道
場
」
を
２
０

１
０
年
に
開
設
。
以
降
、
社

内
の
研
修
は
も
ち
ろ
ん
社
外

の
研
修
と
し
て
も
多
く
活
用

さ
れ
て
お
り
、
２
０
１
９
年

現
在
で
延
べ
約
３
万
人
が
安

全
教
育
を
受
講
し
て
い
る
。

し
か
し
「
安
全
道
場
」
ま
で

足
を
運
ば
な
け
れ
ば
、
さ
ま

ざ
ま
な
安
全
教
育
を
受
講
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
い
う

課
題
が
あ
っ
た
。

　

今
回
、
凸
版
印
刷
は
従
来

培
っ
て
き
た
Ｖ
Ｒ
を
活
用
し

た
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
の

開
発
・
提
供
実
績
や
「
ト
ッ

パ
ン
グ
ル
ー
プ
安
全
道
場
」

の
運
営
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し

て
、
Ｖ
Ｒ
を
活
用
し
た
安
全

教
育
コ
ン
テ
ン
ツ
「
安
全
道

場
Ｖ
Ｒ
」
を
製
作
。
こ
れ
に

よ
り
、「
安
全
道
場
」
へ
足

を
運
ぶ
こ
と
な
く
安
全
教
育

の
受
講
が
可
能
。
労
働
災
害

ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
社
内
だ

け
で
な
く
社
外
に
向
け
て
も

広
く
提
供
を
開
始
し
し
て
い

る
。

　
　
　

◇　
　

◇

　
「
安
全
道
場
Ｖ
Ｒ
」
は
高

い
教
育
効
果
を
実
現
す
る
べ

く
、
す
べ
て
実
写
で
実
際
の

機
械
や
工
具
を
活
用
し
て
製

作
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
凸

版
印
刷
が
運
営
し
て
い
る
安

全
に
関
す
る
体
感
教
育
が
で

き
る
施
設
「
ト
ッ
パ
ン
グ

ル
ー
プ
安
全
道
場
」
が
監
修

し
て
お
り
、
現
場
に
近
い
リ

ア
ル
な
危
険
体
験
を
実
現
し

た
。

▽
カ
ッ
タ
ー
作
業

　

正
し
く
カ
ッ
タ
ー
を
使
用

し
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
っ
て

起
こ
り
う
る
労
働
災
害
を
Ｖ

Ｒ
で
リ
ア
ル
に
体
感
。
身
近

に
あ
る
刃
物
の
危
険
性
や
労

働
災
害
が
起
き
る
原
因
を
効

果
的
に
学
習
で
き
る
。

▽
機
械
稼
働

　

コ
ン
ベ
ア
清
掃
時
、
電
源

を
切
ら
ず
に
稼
働
し
た
ま
ま

の
コ
ン
ベ
ア
に
手
を
出
し
て

し
ま
う
体
験
を
Ｖ
Ｒ
で
再

現
。
稼
働
中
の
機
械
に
触
れ

る
こ
と
の
危
険
性
を
リ
ア
ル

に
体
感
す
る
こ
と
で
、
清
掃

時
に
徹
底
す
る
べ
き
安
全
行

動
の
大
切
さ
を
学
習
で
き
る
。

▽
高
所
作
業

　

本
来
は
複
数
人
で
行
う
べ

き
高
所
作
業
を
、
１
人
で

行
っ
て
し
ま
う
危
険
行
動
を

体
感
。
脚
立
や
梯
子
を
正
し

く
・
安
全
に
使
用
し
な
か
っ

た
場
合
の
危
険
性
を
学
習
で

き
る
。

▽
エ
ア
ー
ブ
ロ
ー
清
掃

　

エ
ア
ー
ホ
ー
ス
を
使
用
し

た
機
械
な
ど
の
清
掃
作
業

（
エ
ア
ー
ブ
ロ
ー
清
掃
）

後
に
、
ホ
ー
ス
内
の
残
圧
処

理
を
し
て
い
な
い
せ
い
で
、

ホ
ー
ス
が
暴
れ
て
し
ま
う
危

険
を
Ｖ
Ｒ
で
再
現
。
正
し
く

残
圧
処
理
を
行
わ
な
い
こ
と

の
危
険
性
を
学
習
で
き
る
。

▽
可
燃
性
溶
剤
火
災

　

静
電
気
が
可
燃
性
溶
剤
に

引
火
し
て
起
こ
る
火
災
を
体

感
。
労
働
災
害
が
起
き
た
原

因
で
あ
る
、
静
電
気
処
理
を

適
切
に
行
わ
な
い
こ
と
の
危

険
性
を
効
果
的
に
学
習
で
き

る
。

▽
機
械
点
検

　

機
械
内
部
に
異
常
が
発
生

し
点
検
を
行
う
際
、
一
緒
に

作
業
を
行
う
人
の
誤
っ
た
機

械
操
作
に
よ
り
発
生
す
る
労

働
災
害
を
体
感
。
共
同
作
業

時
に
注
意
す
る
べ
き
事
項
を

効
果
的
に
学
習
で
き
る
。

▽
機
械
清
掃

　

機
械
稼
働
中
に
ロ
ー
ラ
ー

の
清
掃
作
業
を
行
っ
て
し

ま
っ
た
際
に
発
生
す
る
労
働

災
害
を
Ｖ
Ｒ
で
再
現
。
機
械

を
停
止
せ
ず
に
作
業
を
行
う

危
険
性
を
体
感
で
き
る
。

　

ト
ッ
パ
ン
・
フ
ォ
ー
ム
ズ

㈱
は
、
10
月
31
日
に
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
内
部

統
制
評
価
の
第
三
者
保
証
報

告
書
で
あ
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｃ
２ 

Ｔ
ｙ
ｐ
ｅ
１
保
証
報
告
書
」

を
印
刷
業
界
で
初
め
て
受
領

し
た
。

　

対
象
サ
ー
ビ
ス
は
、
デ
ー

タ
・
プ
リ
ン
ト
・
サ
ー
ビ
ス

（
Ｄ
Ｐ
Ｓ
）
お
よ
び
、
デ
ジ

タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
お

け
る
電
子
入
力
・
帳
票
電
子

通
知
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
で
、

対
象
事
業
所
は
同
社
グ
ル
ー

プ
の
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー
で

あ
る
東
京
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
、
Ｄ
Ｐ
Ｓ
の
基
幹
工
場

で
あ
る
滝
山
工
場
お
よ
び

サ
ー
ビ
ス
の
設
計
・
開
発
拠

点
で
あ
る
汐
留
本
社
、
豊
洲

事
業
所
。

　

近
年
、
コ
ス
ト
削
減
お
よ

び
内
部
リ
ソ
ー
ス
の
有
効
活

用
を
目
的
に
、
金
融
機
関
を

中
心
に
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

需
要
が
拡
大
し
て
い
る
一

方
、
標
的
型
攻
撃
な
ど
の
サ

イ
バ
ー
攻
撃
に
よ
る
脅
威
の

増
大
や
、
そ
れ
に
と
も
な
う

顧
客
情
報
漏
え
い
、
シ
ス
テ

ム
障
害
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
停

止
な
ど
、
リ
ス
ク
の
多
様
化

に
よ
り
、
委
託
す
る
企
業
側

の
監
督
責
任
が
以
前
に
も
増

し
て
強
く
求
め
ら
れ
て
い
る
。 　

そ
う
し
た
中
、
第
三
者
の

立
場
か
ら
企
業
の
情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
に
お
け
る
内
部

統
制
シ
ス
テ
ム
を
客
観
的
に

検
証
す
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｃ
２
保
証

報
告
書
」
の
受
領
が
ク
ラ
ウ

ド
ベ
ン
ダ
ー
を
中
心
に
広

が
っ
て
い
る
。

　

同
社
は
、
Ｄ
Ｐ
Ｓ
や
Ｂ
Ｐ

Ｏ
、
デ
ジ
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
長
年
に
渡
り

預
託
個
人
情
報
を
取
り
扱
う

事
業
を
展
開
し
て
お
り
、
こ

れ
ま
で
も
個
人
情
報
取
扱
事

業
者
と
し
て
、
最
高
水
準
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
体
制
の

構
築
や
外
部
認
証
の
積
極
的

な
取
得
な
ど
に
注
力
し
て
き

た
。

　

今
回
、
安
全
・
確
実
な

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
続
け
る
た

め
の
新
た
な
取
り
組
み
の
ひ

と
つ
と
し
て
、
情
報
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
に
お
け
る
内
部
統
制

評
価
の
第
三
者
保
証
報
告
書

で
あ
る
「
Ｓ
Ｏ
Ｃ
２ 

Ｔ
ｙ

ｐ
ｅ
１
保
証
報
告
書
」
を
取

得
し
た
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
対
応
支
　
援

国
産
初
の
紙
ス
ト
ロ
ー
生
産
機
を
披
露

ミヤコシ

宮腰 社長

水上 代表理事

紙ストロー生産のデモを披露

3 巻のリールでストローを形成

　

富
士
フ
イ
ル
ム
㈱
（
助

野
健
児
社
長
）
は
、
日
本

市
場
に
お
け
る
製
版
材
料

な
ど
の
印
刷
関
連
製
品
の

価
格
を
来
年
２
月
１
日
か

ら
値
上
げ
す
る
。

　

対
象
と
な
る
製
品
は
、

製
版
フ
ィ
ル
ム
、
フ
ォ
ト

マ
ス
ク
用
フ
ィ
ル
ム
、
こ

れ
ら
フ
ィ
ル
ム
用
の
処
理

薬
品
で
、
値
上
げ
幅
は

25
％
以
上
と
な
る
。

　

同
社
で
は
、「
製
版
材

料
な
ど
の
印
刷
関
連
製
品

を
市
場
に
安
定
的
に
供
給

し
て
い
く
た
め
に
、
こ
れ

ま
で
生
産
効
率
の
向
上
や

経
費
削
減
な
ど
、
コ
ス
ト

吸
収
に
努
め
て
き
た
が
、

製
版
工
程
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
い
、
ア
ナ
ロ
グ
方
式

で
印
刷
版
を
作
成
す
る
際

に
必
要
な
製
版
材
料
な
ど

の
需
要
が
大
幅
に
減
少
。

そ
の
た
め
、
生
産
の
コ
ス

ト
高
は
企
業
努
力
の
み
で

吸
収
す
る
こ
と
は
困
難
な

状
況
に
あ
り
、
価
格
改
定

を
実
施
す
る
」
と
し
て
い

る
。

製
版
フ
ィ
ル
ム
値
上
げ

来
年
２
月
か
ら
25
％
以
上

富士フイルム

京
都
で
全
国
大
会
、300
名
が
集
結

共
に
学
び
、変
化
に
対
応

レディバードクラブ

「共に学び、新しい変化に対応しよう」と
水上代表理事が呼び掛けた　　　　　　

信
用
情
報

千
明
社

（
東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
調
べ
）

労
働
災
害
を
Ｖ
Ｒ
で
体
感

製
造
現
場
で
の
危
険
行
動
を
再
現

凸版印刷

機械稼働

可燃性溶剤火災

業界初「SOC2 Type1」
内部統制に評価

ト
ッ
パ
ン
・

フ
ォ
ー
ム
ズ


